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社会福祉法人　路交館 理事長

「障がい」児共同保育５０周年記念大会に寄せて

尾 﨏 健 二

2024 年は元日から大きな災害があり、重苦しい雰

囲気の中で始まりました。しかし災害に対する人々の

動きは東日本大震災の時とはずいぶん違うように感じ

ます。周囲の反応を気にしてやみくもに自粛するので

はなく、被災地の方たちに対して本当に役に立てるこ

とは何か？を考えて行動しているように思います。

１月７日、「障がい」児共同保育５０周年記念大会

が行われました。企画、運営したのは５０年前には生

まれてもいなかった新しい世代の職員たちが中心で

す。元聖愛園園長である野島千恵子氏から５０年の歴

史が語られ、現場の職員たちからは自分自身にとって

の「障がい」児共同保育が語られました。路交館に関

心を寄せてくださっている学識者の方々からも、多く

の応援メッセージとこれからの課題についてのご意見

をいただいています。

５０年という年月は決して平坦なものではなく、何

度も岐路に立たされ、そのたびに集まって語り合い、

対立する意見をぶつけ合い、共に考え共に悩み、どち

らの道に進むのか自分たちで選択してきました。選ば

れた道はいつも正しいわけではありません。間違った

道に進んでしまった時には引き返すこともあったで

しょうし、引き返すことができないこともありました。

道を間違えたことに気が付いたときに、そこからどう

進んでいくのか再び選択に迫られます。５０年の歩み

だけでなく、私たちの仕事、暮らしはそんな試行錯誤

の繰り返しです。

「障がい」児共同保育を実践してきた先人たちから

の学びを生かしながらも、新たな岐路に立たされた時

には自分たちで道を選ばなければなりません。「これ

まで」を学びにしつつも、「これから」を作っていく

のは今現場にいる自分たちだという、保育・支援の現

場で日々尽力されている職員たちからの強い意志を感

じました。今後も彼らとともに歩みながら、応援して

いきたいと思います。

「障が 」児共同保育 年記念大会に寄せて
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